
オオツカサル ,、ムシの正体

大 野 正 男

かって松村松年博士同定の未記般極の名称を, 同
定依頼者が勝手に自分の報文に引用した時代があり,
そのための混舌Lが未だに解決されないでいる ものも
少なくない。 ここに挙げるオオッカサル,、ムシなど
もその例の1 つである。
このハムシは, 大塚鉄男氏が. 余が採集に係る新
種に就きて (11虫世界15巻2号, 59 -63頁, 1911)
という報文中に, Nodostoma otsukae Mats. の学
名で発表したもので, 種名の発表だけなら, そのま
ま抹殺することができるが,  9 による3 頁にわたる
記 文まで っているので, いささか面倒な種とな
っている。 しかし, 最近発表された中条・ 木元(1961)
のカタログや, 木元 (1964) のモノグラフなどでは,
本種は完全に無視されている。 あるいは, このよう
な扱いが妥当であるかもしれないが, 者は少々 気
になるので, 1966年8 月, 北大を訪れ, 渡辺千尚博
士のご好意で松村 士のダイブ標本を検した際, 上
記のハムシについても注意してみた。 その結果, 上
記種名の根拠になったと考えられる, otsukaeのラ
ベルがっいた標本を発見, その正体をつきとめるこ
とができたので, ここにかんたんに記録しておくこ
とにする。本文を草するに当り, 快くタイプを検す
る機会を与えて下さった渡辺千尚博士に厚くお礼中
し上げる。
結論を先に述べると, このハムシは独立種ではな
く, Basilepta ba1:yi (Harold) ハンノキサルハム
シのシノニムということになる。 しかし Basi lepta
baty l にはいくつかの色彩型があり, otsukaeはそ
の1 型と認められるべきものである。
この型は, 翅軸中央部 (基部と, 後方%ほどが赤
褐色) が幅広く黒色を呈し, 他の部分は概ね原型と
同じ色彩のものである。そうして, この翅鞘の色彩
により, 原型からも, また jaPomeum (体全体が
ほとんど'llくなっている) からもはっきり区別する
ことができる。

Basilepta batylは, n本 (北海道, 本州, 佐渡
伊豆話島, 四国, 九州),  千島に広く分布 (北海道
のものは脚が黒くなく , subsp ezo Nakane,1963
として区別されているが, このような個体は北海道
だけのものでなく , 本州にも産し,  しかも脚の黒い
個体と混接している。 したがって, 脚の色だけの特
徴で, 北海適のbaty lを亜種として分けることはで
きない。 しかし, 北海道の本種は, 韓后部の隆起
度などに差速が認められるので, こう した形質まで
考慮に入れれば, e90の亜種名を生かすことができ
る。 ここでは便宜上区別せずに扱っておく ) するが
その1 型である jaPomcumは, 本州の, 主として
中部と東北の一部で原型と混接するだけであり, 更
に otsukaeになると, japomcum より一層分布範
囲が狭くなり, 日下のところ, 上高地など, 長野県
の山岳地帶が主な産地として知られているだけであ
る。これら3型の詳しい分布状態については, いず
れ, 別の機会に改めて発表するつもりでいる。

(埼玉県観ヶ島町)
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科学技術庁の長期在外研究員と して, 2月3 日か
ら1 年間, Brit ish Museum(Natural History)
で勉強することになりました。ここは一般にNa-
tural History Museum と呼ばれ,  ギリシャや
エジプトのコレクションで有名な B r i t i sh M u -

s e u m とは別です。
こ の Museum は,  Zoology,  Entomology,

palaeontology, Mineralogy, BotanyのDepart-
ment からなり, Entomologyは分類群ごとに
11の Section にわかれています。
甲虫部門のスタッフは, つぎの通りです。
博物館の職l l

R. D.  Pope (いろいろの科をやっている)
R. T. Thompson (ゾウムシ)
Miss C.M. F. yon Hayek (コメツキムシ)

Commonwealth Institute of Entomology
の職員
E.A. J. Duf fy (カミキリの幼虫,  タフイー と
読む)

R. B. Madge (ゴミムシ,  ツツシンクイ)
N. A. Aslam (正式にはハムシを調べることに
なっているが,  ソ'ウムシ,  ミツギリソ'ウ,  ヒ
fナガソ' ウも同定している)

別刷や必要な単行本は, 各Section  ごとに書
柵があり,  また個人でも相当よく整った別刷を持
っています。 .Ei虫の図書館には, 虫関係の雑誌
と本のみが集められていて, 動物関係の雑誌は動
物の図書館に,  また科学一般の雑誌は Gene「a l
Libraryにあります。ここの人達は, 複写をして
文献を集めるようなことをしなくてよいので, .11
虫の図書館には複写の設備がなく , セ' ロックスは

0タイワンツノ コガネを採集する
最近, 白水隆 (El虫と自然, ]l[,3 :34) 及び朱照
沂 (前出, ]][,7 : 30) 両氏は, タイヮンツノコガネ
の生態断片を相次いで報告され愛好者の注意を喚起
されたが, 私も今 の台湾採集行で本種を採集する
ことが出来たので, その折の状況について報告した
い。 尚本種採集の折には菊池孝彦学兄の助力を得た
記して感謝の意を表する。
本年5 月25 日台湾南部の型丁公国内におけるイス
ビヮ (.同cus sp ) の果実にハナムグリやカナフン
等に混り多数の本種が群接しているのを発見, その
内の113 , 6 9 を採集した。これらコガネはイ
ヌビヮの青い果実を食害し, それによって靑い果実
の表面は所々 黒福l色を呈していた。イヌビワの実に
多数のハナムリグ類が集来する状況は1965 年6 月
30日, 宮古島平良(イシガキハナムグリ宮古島亞fill)
でも日撃している。
又同公国ではアカメガシワより多数のアカギカメ
ムシと共に本種3 ;8 , 2 9 9をも採集しているの
で附記しておきたい。 (束京都新宿区 高橋震二郎)

隣りの Science Museumのを使っています。 少
しのべ一 ジでしたら, 無科で複写してくれますが,
多くなるとどうなるか, まだ調べていません。

Museumの近くには安ホテルがたくさんあり,
朝食付で1 日25シリングが最低です。部屋を貸り
ると, 最低が1 週間で4 ポンド'10シリング,  1 日
3 ポンド'あれば幕せます。
一般の visitorは10~ 4 時が研究時間ですが,

Ticket をもらうと,  9~ 5 時まで研究でき, 土
躍は10~ 4 時までできます。 物館内は禁煙で厳
重にこれが守られていますので, タバコの好きな
人には, 大変な苦痛だと思います。 Tea b「eakや,
昼食時間も, 各人まちまちで, 私は日本にいたと
きと同じように時間を使っています。
先日ハワイのDr. Yoshimoto と共に, E.W.

Classey を‘訪ねました。 Classeyは 虫や植物の
好きな好紳士です。 虫の別刷は,  日ごとに, 60
x30 x30cm ぐらいの木の箱に入っていて, 科の
ABC 順に厚紙で支切って並んでいます。 虫の
別刷を, このように並べるには,  PrOfessO「以上
の知識が必要だと自慢していました。 CrOWSOnの
A Natural Classif ication of Coleopteraの re-
print は, 飛ぶような売れ行きで, あと少しにな
っていましたので, 希望者は, すぐに注文して下
さい。これは原本に Addenda et Corr igendaを
つけたもので, 改訂版ではありません。目本人の
金の支払は, 非常に正確であるが, 何故個人ばか
りが注文して, 図-l」館からの注文がないのかなど
と質問されたりしました。
〔現住所 11 Sumner Place, South Kensington
L ondon S. W 7. 〕

0新潟県未記録の天牛2 種
新潟県下から知られている天牛は, 現在206 種で
それらはさきに ''新潟県産天牛科総括(1953, 1954)
同補過 (1961)” および ''佐渡島の天牛相( l967)”
等に報告したが, その後更に若干の未記録 が発見
されている。本小文では取敢えずそれらのうち, 特
に興味ある次の2 種について報告したい。 標本はい
ずれも筆者が所蔵するが, 自身の採集品を快よく提
供された伊丹英雄君に識意を表する。

1 . トウキョウ ト ラカ ミキリ , 19. v, 1962; 26. v,
1963; 1. vi, 1965 および 21. iv,1963 (伊月・採), い
ずれも各1 頭ずつ, 新発田市蔵光地内水谷沢で花上
より採集されている。

2. ヒメシラオビカミキリ, 30. iv, 1966 に北蒲原
郡聖電村次第浜の海岸砂丘で, 伊丹君により砂防林
のアカマツの枯技から 1 頭採集された。 本種が海岸
で採れるとは全く予想外であったが, 詳細は今後の
調査に待ちたい。
なお, 本個体は subsp hondoensis の記載によ
く一致する。 (新潟県新発田市 小池  :覧)
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0屋久島の力ミキリ2 種の記録
ヤクシマヨツスジハナカミキリ Leptura yaku-

shimana (Tamanuki ) は屋久島産の1 9 によって
記載され, その後絶えて記録がなく, 珍中の珍とし
て北隆館の大図鑑にも絵で1成った程であったが, 昨
年, 原記載以来初めて採集され, 林l王夫博士のi fに
もたらされた。
筆者は須賀邦解氏と共に本年7 月8 日より18日ま
で屋久島を訪れる機会をもち, 小杉谷に於いて, 10
数頭の本種を採集したので, ここに報告する。花か
らは殆んど採集出来ず, 伐採地を飛翔するものの他
好んで灯火に集る習性が見られたのは, この属のハ
ナカミキリとして珍らしい事と思われた。
又, 7 月15日, 宮之浦岳の1.450m程の地点で,
須賀看のネットにいっのまにか, タイワンホソコバ
ネカミキリ 1 6 が入り込んでいた。 この種としては
屋久島初記録と思われるので併せて報告する。

(横浜市金沢区 高桑正敏)
0オオチヤイロハナムグリ市房山に産す
オオチヤイロハナムグリは九州では従来英彦山,
多良岳等で僅かしか採集されていない九州産コガネ
ムシ類の珍種の一つであるが, 筆者は最近北九州市
戸畑の宮崎俊士氏から, 同氏が, 1964年8 月14日市
房山1 合日 (熊本県側) 付近のクスの木の朽木で採
集された本種の1 3 を意与され, 発表することを許
されたので九州における本種の新産地と して報告す
る。なお本種の標本を1想与され発表することを許さ
れた宮崎俊士氏に ・  く感謝する。

(熊本市 大塚  勲)

0オオマルナガゴミムシ三浦半島の記録
オオマルナガゴミムシ ( Myas lcupreScenS) を
このほど三浦半島神武寺でトラップ採集により得た
ので報告する。

1 9 三浦半島神武寺 21. vi, 1967
1 3 同上 28. vi, 1967

(横浜市中区  奥村  尚)
0アオオサムシ (原亜種) の赤肢型の採集
ァオオサムシ原亜種 (A. i. insulicola) は, 多く
の地域変異を伴なって, 本州束半部に広く分布して
いるが, 従来全て黒 型ばかりであった。 ところが
この程山 県の一部で, 黒股型に混つて, 明らかな
赤肢型を採集したので報告する。

1 9 1 9, 山果県都留市沢戸, 3. vi, 1966, (採
集頭数1 -o 3 9 のうち)

19, 同上,  7. vi, 1968, ( 3 0109のうち)
1 9, 山梨県都留市1 ｲ雌,  7.  vi ,1968, ( 89  の
うち)
なお, 以上4個体の赤化の程度は, 各脛節上面に
著しく , 開節の一部が赤味がかる個体もある。
現在, アオオサムシ (原亜種) の先祖と考えられ
ているカケガワオサムシやマヤサンオサムシがほぼ
赤肢型ばかりである点から, 飛び離れた山梨県の一
部にこのような先組返りのような型を生じる事は大
変興味深い。  (同地には, シズオカオサムシの分布
が認められていないのでシズオカオサムシとァオオ
サムシの雑交型とは考え難い。)
上記二産地の周辺地域 (九 山, 天神峠など) で
も若干の本亜種を得ているが, 赤政型要因は恐らく

ヤマトチビコバネカミキリの分布と加書植物 木 村 欣

ヤマ トチビコバネカミキリ Leptepama jape'f-
ica Hayashiの分布は本州, 四国で, 本州での産
地は西日本に限られ, 奈良市春日山, 大阪府装面,
神戸市摩耶山など京阪神地方が知られ, それ以東
の記録を知らない。 者は茨城, 栃木, 群馬三県

の境にある波良瀬川遊水池の栃木県野木町に近い
所にある雑木林中より冬に持ち帰った描 より ,
本種を羽化させたので報告する。
持ち帰った枯枝から羽化したのは1968 年5 月

201.l より27「l までの間であったが, 野外での出現
期もほぼ同時期で, 5 月26日より6 月12日にかけ
て相当数が採集された。筆者も6 月1 ロに遊水池
内で採集することができた。 同地での個体数はけ
して少なくない。持ち帰った枯技はクワであった
が, 野外ではアカメヤナギの枯枝に最も多く, ナ
ガバヤナギ, クワがこれに次ぎ, 他にハンノキや
例外的にコナラからも採集した。 ヤナギ類に寄生
することはほぼ確実と思われる。 この事実を基に,
衣笠恵士, 小宮次郎両氏は埼玉県田島ヶ原を, 露
木繁雄, 田中康彦両氏は利根川下流の千葉県佐原
付近を, それぞれ調査されたが, 本種を発見出来
なかった。なお両地ではアカ ヤナギは見出せな
かったと云う。 (東京都品川区)
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遺伝子が関与したものと思われるので, 特定の小地
域において高い頻度で出現する事が予測される。 従
って, 少なくとも上記産地の周辺地域では詳細な分
布調査により分布が確認されるものと思われる。

(横浜市中区 奥村 尚)
0山形県のクロナガオサムシ
山形県の平地から低山地にかけて, どこにでも普
通に見られるのはコクロナガオサムシ (C e第' h's
Bates) で, 真のクロナガオサムシ (C. procerulus
Chaud ) は,  10余年に及ぶ私の米沢市及び山形市
在住期間中, 次の1 例を除いて見出したことがない。

2 3 :6   山形県西村山部西川町志津 (約700m),
2. v.1942, 黒沢良彦。

平地のコクロナガオサばかり見つけた にはこの

2 頭のクロナガオサは異様に感じられたのであろう。
当時の日記に '平地産とは異り, 北海道産と同型な
り” と記してある。 当時はコクロナガオサもクロナ
ガオサも全く区別されてなく , アキタクロナガオサ
とはコクロナガオサの細型のものを指し, 真のアキ
タクロナガオサ (C. Porrectico11is Bates) はホ

ソオサムシ (C.  tom‘iformis) と称されていた時
代であった。
なお真のクロナガオサは束北地方の要口本側では,
福島県の会津地方では平地に近い低山地でもコクロ
ナガオサに混じって採集されるが, 後者よりは遥か
に少なく , 南会津の山地になると逆にコクロナガオ
サはほとんどいなくなり, クロナガオサばかりにな
るが, 山形県になると平地では見当らなく, かなりの
深山でないといなくなるのは面白い。 またコクロナ
ガオサも山形県のものは大型で, 一見クロナガオサ
と見誤るようなものばかりで, 会津産のもので記載
された亜種トウホククロナガオサ (subsp. pare:u-
h's Nakane)  のような細長い一oがないので,  私は
この両地方のものを同一亜種にしておくのは不合理
と考えている。 (束京都世田谷区 黒沢良彦)
0クリの花に集まる力ミキリムシ(1)
私が以前住んでいた山形県南部や福島県会津地方で
は, クリの花は6 月下旬から7 月中旬にかけて咲く。

この花にはいろいろな甲虫や蜂が来る こ とは周知の事
実であるが, 私がこの花で得たカミキリムシ類数種に
ついて書いてみたい。
オニホソコパネカ ミ キリ Necydatis gigantea

Kano l a, 7. vii i941, 山形県米沢市花沢
私の家の要の整地にあるクリの大木の花に来て飛び
廻つていたもの。 飛んでいる様子は丁度同時期に発生
するコンポウアメバチそっくりで, 捕えて殺虫管に入
れる時はもちろん帰宅後殺虫管から出すまでカミキリ
とは夢にも思わなかった。 この標本は故平山修次郎氏
に差上げ, 後に故大林一夫氏がNecydalis ,nargina-
1is  と命名された標本そのもので, 上翅の側縁が美し
い黄色をしていた。 (東京都世田谷区 黑沢良彦)
0クロソンモリヒラタゴミムシ日光大沢で採れる
クロソンモリヒラタコ°ミムシColpodes kuroson-

ensi s  Habu は一見オオアオモリヒラタゴミムシ
C.  buc11anam Hope を細長く した様な体をして
いて, 四国黒尊で得られた l 6 によって記載された。
オオアオモリヒラタゴミムシと同様に上翅端に鋭い
歯を有する事により MetacolPodes  亜属に入り,
他の日本産の種類とは一見して区別出来る。 原記
以後, 佐多岬, :tli美大島など暖地で記録され, 暖地
の種類と考えられていたが, 衣笠恵士博士が日光大
沢で採集された歩行虫の中から本種を発見した。 こ
れは本州初記録で, 四国から一気に此様な寒冷地に
まで分布が北上したわけである。 この標本は原産地
の標本や原記載と較べると幾分色が濃く , 上翅端の
歯の形が多少異る。

l 3, 1968, 群馬県片品村大沢, 衣笠恵士
(東京都世田谷区 須資邦●)

甲虫談話会 :
会費 ( l カ年) 500円, 第4号は11月末発行予定,
投稿 切は10月15 日。
発行人 黑沢良彦
発行所 甲虫談話会 東京都台東区上野公国
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0台湾産ハナムグリ類

ヒメ トラハナムグリ台 亜 a
タイワントラハナムグリ
オスアカ トラハナムグリ
アカスジトラ 、ナムグリ
ミ ドリ トラ 、ナムグリ

" 赤色型
アオムネァシナ ' i'ハナムグリ
ミワアシナガ 、ナムグリ
タイヮンツノコガネ
ツノカナプン 報色型
″ 赤色型・ 報色型
″ 青色型・ al色型
コウセンホソカナプン
タイヮ ンチャイロカナプン
クモカナプン
ク 'Pカナフン台湾亜種
タ イヮンアオカナプン
″ (青色型)

;0
1 20

100
50

5 0
20 0

150
価50

 
80

15 0
200

100
70

100
100

70
100

価

o
,

150
50
50

300
価

200

30
80

70

格 表 東京都練馬区石神井局私' 嵓3  号 大蔵生物研究所

キンカナプン (報色型)
″ (赤色型)
″ a9色型)
ケパネカナプン
ク l' ・、ナムグ リ モ ドキ

ホッポェグリ ・ ガネ
iオビェグリコガネ
カギェグリコガネ
ワイモンェグリaガネ
チ , イロエグリコガネ
ヨ ツスジェグリコ lf ネ
・ ツポシェグリコガネ
″ (経色型 )
″ (黑,色型)
カパイ エグリコガネ
キンヘリ 、ナムグリ
シPテンハナムグリ
タイヮンシラオ、シハナムグリ

4

6
5 0

l5 0
30 0

l0 0
50

l00
100

100
100

100
70

70
l00

70
l20

150
l00

l00

タ イヮンシロテンハナムグリ
″ 青色型, 経色型
ナ カ 、ヤシ ツヤ 、ナム グリ

オオムラサキ、ナムグリ
カパイロハナムグリ
コウ トウカパイロ 、ナムグリ
、イイ P 、ナムグ リ

クロマダラコがネ
ク ロ 、ナムグ リ

オオクロハナムグリ
クピヮ 、ナムグリ

シPへリヒメ 、ナムグリ
コ アオ 、ナ ムグ リ a色型
″ 赤色・ 無色型
″ 有数型
ダビドホソコ lfネ

1S
5 0

80
100

500
70

l00
100

100
40

150
l8

l00
50

80
150

l00


